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藪

「活用形処理」の自動化における一方式

江　川 清

　現在，国立国語研究所におv’て，Computerを利用した「新聞の語い調査」

が進行中である。そこでは，「入力データの自動分ち書き」および「漢字の読

みがなづけ」などを始めとして多くの面で作業の自動化が進められているが，

まだ未解決のまま残されている課題も多い。

　その中の1つに，活用形の代表形（基本形）集約の機械化という課題がある。

　例えば，「行く」という動詞について調べてみると，この動詞は文中のある

箇所では「行く」という形で，また，別の箇所では「行っ」あるいは「行け」

などに活用して，使用されていることがわかる。これらの「行く」　「行っ」お

よび「行け」は語い的意味という面では，筒一であり，代表形を「行く」とい

う形で統合されうるものである。

　語い調査の中では，これらの語形の異なる活用形を代表形に集約させて，処

理したり，カウントしたりする必要がある。

　ところが，Computerにこれらの語形の異なる活用語を処理させようとする

揚合，通常，これらの語は弾語とみなされてしまう。換言すれば，Computer

にとっては，これらの各語形が「行く」という形で代表される語の活円形であ

るという認識が因難であるといえる。

　ここに，「活用形の処理のアルゴリズム」の研究の必要性が存在する。

活用形処理システム

　活用形を代表形に変換するためのアルゴリズムとしては，種々のものが考え

られるが，本論文では，入力データである活用形が漢字かな混じりであり（必

ずしも重要な要件ではないが），・かつ，語の認識，即ち，単位切りがなされて
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いるという前提に立って，「活用形変換ルーチン」を考える。

　この場合，大下端に考えてみても，以下の4つの方図が考えられる：

　1．入力データを一旦，ローマ字に変換して，活用語尾の処理を行ない，し

　　かる後に，再び原表記に変換ずるといった方式。

　2。　「自立語一付属語間の接続様式」に子鼠する方式

3．活用語テーブル（一種の辞書）を利用して変換を行なう方式

4、あらかじめ，人手によって付加されている何らかの文法情報（特に，活

　　胴情報）を変換の手がかりにする方式

　本論文では，さいわい，新聞の語い調査システムの中で，Pre－editの1つと

して，　「語種，品詞，活用」などに関する文法情報（我々の用語で言えば・

「付加情報」）が与えられているので，それを利用す⇔第4の方式を用いる。

　この方式を用いた別の理由として，現時点では辞書の作成が園難であるこ

と，および，語い調査のシステムの中で，既に，自立語と付属語とが分断され

てしまっているため，第2，第3の方式を用いることが不可能であるという消

極的な理由もある。

A．付加情i報

　付加情報の内容については，本報告書の申で中野（P38－54）が紹介してい

るので，詳しい説明は省いて，ここでは，活用形処理に関連するものに限って

記述する。

　活用形処理におけるrelevant准情報は，品詞情報と活用情報との2つであ

る。

　　1）品詞情報

　品詞情報に関しては，全部で23種のCodeが用意されてv・るが，ここで必要

なものは，動詞，形容詞，助動詞（形容動詞の語尾を含む）などを示す情報の

他に，動詞性接辞（例えば，　「食：べ／すぎる」あるいは「走り／疲れる」にお

ける「すぎる」「疲れる」など）および形容詞性接辞（「書き／にくい」　「感じ

／やすい」の「にくい」　「やすい」など）を含む5つのCodeである。
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　　2）活用情報

活用情報には，2種類の情報（それぞれを活用情報「A」「B」とする）が

ある。動詞においては，活用情報「A」は五段・下一段などの活用の型を示す

ものであり，活用情報「B」は活用の「行」を示すものである。例えば，r居

る」という活用形に対しては，「上一段（活用）一ア行」という形で情報づけ

がなされており，f書け」という活用形には，　f四，五段一力行」という情報

が付加されている。

　この情報は，動詞および動詞性接辞について考慮されたものであるが，形容

詞に対しては，文語，隠語の別が，また，助動詞については，助動詞そのもの

と形容動詞の語尾との区別がなされている。

B．　システムの概要

　図1は，活用形処理のBlock　Chartである。

　語V・調査のmaiR　systemある段階で，活用語情報を含むデータが全データ中

より分離されて，このシステムに送り込まれる（図1の活用語分離済データ）。

　1）　第1段贈：代衰形交換への準備

　まず．活用形分離済データの中から，今回の処理の対象となるもの（処理用

データ）と処理対象から除外される「非処理データ」とに分割される。

　ここでいう非処理データとは，下記の基準の風項以上に該当するものの意味

である。

　〔非処理データの基準〕

　1．助動詞および形容動詞（の語尾）

　　　現在の語い調査システムの中では，助動詞の代表形別カウントまでは要

　　求されていないこと；…おまび助動詞には間形異語が多いため，代表形変換

　　が困難であることなどから助動詞の処理を除外した。従って，形容動詞の

　　語尾もこれと同列に扱った。

　2．付加陪報が同時に2組み以上与えられているもの

　　　付加晴報は本来ならば，1語について1組みの情報しか付加されえない
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　　はずのものであるが，作業手順の関係から，中には複数個の付加情報を有

　　するデータも混入している。従って，このような語を代表形に変換して

　　も，あまり重要な意味がないと考えられるからである。

　3．活用の形が明確でないため，代表形を決めがたいもの

　　　これは小説における会話文などのように話ことばをそのまま記述しよう

　　とした際に生じるものであり，　「いらしつ／た」　「みりゃ／いいんだ」

　　「すりゃ／いいんだ」の「いらしつ」「みりゃ」　「すりゃ」などがその例で

　　ある。

　従って，ここで処理の対象となるデータは，躍食について襲えば，動詞，形

容詞，動詞性接辞および形容詞性接辞に限られて蓄P，かつ，代表形が一義的

に決定されうるものである。

　2）第2段階：代表形書込みルーチン

　Input　dataである活用形を代表形（本論文では，終止形）に変換する際に，

晶詞および活用の段（五段とか上一段などの）あるいは活用の行の差異によっ

て，処理の様式が異なってくる。

　例えば，四・五段活用の動詞においては，特殊な活用形（注1）を除いて1誘，一

律に最後の1文字のみ（即ち活用語尾）を代表形語尾に置き換えるだけtt，目

的が果たせるのに対して，上一・下一段の動詞においては，未然・連用両活用

形の揚合（活用語尾は最後の三文宇のみ）とそれ以外（活用語尾は最後の2文

字）との場合では処理の手続が異なる。また，同じ下一段の動詞の揚合であっ

ても，ラ行とそれ以外の行の活用形では別途の処理が要求される。

　このような理由から，デーータが品詞情報別・活用情報別にグルーピングされ

るように配列（ソート）されてあれば，処理の能率を高めることができること

がわかる。（図1の晶月別，活用別ソート）。

　ソートされた結果，㎎・五段活用動詞群を先頭に，以下，上一・’下一……変

格（更に，力変・サ変……ラ変の順）と並び，最後に形容詞（口語．・文語の

順）が並んでいる磁気テープが作成される（ソート済データ1）。

（注1）新聞の紙面では，広告欄に多く見られる形で，「社保寮有」あるいはr乞来

　　社」などの「有」「乞」などのように，活用語尾が省略されているもの。
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以下，このテープが入カデータとなる。

　　　　　　　ソート済データー　M／TFORMAT
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代表形の記入は，原則として，以下の順序で進められる（図2参照）。

a．データ（ソート済データ1）を読み込む。

b．活用「Aj情報を判定し，必要な処理ルーチンを呼びだす（注2）。

c．活用「Bj情報を配賦し，代表形（終止形）語尾をストアする。

d．入カデータの活用語尾を発見し，それを代表形語尾に変換する。

e．次にエラー・データのチェックをする（error検出の方法については，

　後述）。

f．（1）もし，データが正しければ，6つの活用形（末然形あるいは終止

　形など）（注3）の情報を付加し，所定の磁気テープ（代表形記入済データ）

　に記入し，次のデータを読む。（ii）エラー・データの揚合は，別途に処

　回し，次のデータを読む。

（注2）実際の処理においては，　三データ毎に処理ルーチンを呼びだすのではなく，

　　飼じ活用「Aj情報を有する活用形が一箇所に集まっているので，情報が異な

　　　る段階までは同じ処理ルーチンを通ることになる。

（注3）同じ，活用形の場合であっても語尾が異なもるのには，異なった情報が付加

　　　されている。例えば，．四五段活用の連用形の音便形とそれ以外では別の情報が

　　　付加されている。
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図2　代表形書き込みルーーチン
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　　〔ERROR　CHECK　ROUTINEの構成〕

機械処理において，最も難解なものの1つが，データ・チェソクであるとい・

える（注4）。勿論，ここで問題にしているエラー一・チェックはパリティ・エラー

（注4）語い調査システムにおける一般的なエラ・・一一チェックについては既に木村によ

　　　つて述べられている。（木村繁1968「漢テレ・入カデーターのチェック」国立、

　　　国語研究断…報告31r電子計算機による国語研究」pp　133－150）
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などの主としてメカ的な原因によるものではなく，むしろ，醤加階報をつける

　際の人間による誤りである。

　　そのためには，人間の誤りのパターンを心理学的に研究しておく必要がある

　が，ここでは，入間の誤りは正反応に近いところで生ずることが多いという単

純な前提に立って，エラーの検出にせまりたいと思う。書い換えれば，もし

　「書く」という活用形には付加情報を付加する揚合，「動・五・ガ行」という

㍉騰報を付加するという誤りは生じても，「動・上一・タ行」というような誤り

　を犯すことはめつたにないと考らえれる。

　　その前提にたって，活用形の語尾についてみてみると，そのパターンはごく

眼られたものであることがわかる。そうすると，活用語尾と付加情報との関係

　から，エラーの検出をはかることも可能であると思われる。

　　具体的には，ある付加情報を有する語，例えば，「書く（動・五・力行）」に

ついていえば活用語尾「く」の適否を判定するため「活用語尾テーブル」（波5）を

作成しておけばよい。

　　このテーブルによって，以下の種類のエラー・チェックが可能となる。

　　例

淵矧誤・鮒鷹報
書く

似

対する

（動・五・マ行）／（動・上一・ア行）

（動・E・ナ行）／（動・下一・ナ行）

（動・変・ザ行）／〈動・変・力行）

　しかし，このようなチェックでも，次のような3つの型の誤りは見のがされ

てしまうことになる。

　例1一

瀾形憐・鮒構報とそ雛基づ…変換される形

V
　
ノ
＼

書
早

（動・五・ガ行）→騒ぐ／（動・上一・テ）→軽いる／（形・鐵語）→旧い

（動・五・力行）→早く／（動・上二・カ）→早く

この種のエラーが検繊されえない原因は，入カデータにおける活用譜

（注5）　「活用語尾テーブル」の原型を付表1，2に示しておい艇。

　　　　　　　　　　　　　　　一63一



　　　尾が誤った付加情報が要求する活用語尾の範囲にも入っているというこ

　　　とから生ずる。例えば例1の「書い」の付加情報の誤りがチェックさ拠

　　　ない理由は「書い」の活用語尾「い」は五段動詞力行連用形fイ音便」

　　　の活用語尾であると同時に五段動詞のガ行連用形「イ音便」あるいは上

　　　一段動詞ア行（未然・連用形）ないしは口語形容詞（終止・連体形）な

　　　どの活用語尾でもありうるからである。従って，そのような誤った付加

　　　情報に基づいて表形変換を行なった結果，表に示したような奇妙な代表誉

　　　形「書ぐ」「書いる」「書い」などが存在することになる。

　　例2　本来は，ザ変動詞であるべきはずのr信じ（代表形は‘信ずる’）」

　　　に対して，上一段（代表形は‘信じる’）の付加情報が付加されてしまつ

　　　たような類のもの。即ち，同形焼野のチェックは不可能となっている。

　本システムのように，語単位で入力される方式の中では，これらのエラーを

検出することは，ほとんど不可能に近い。

　　例3
颪ダ「誤・二二靴そ雛基づいて変換され・形

る
る

切
着

工・上一・カ→切る

動・三五。カ→着る

　この型のエラーは，代轡形への変換という点では何ら支障はないが．

本来の活用語とは別邸としてカウントされることになる。（注6）

〔処理不能なデータ〕

　数は少ないが処理不能なデータ（または処理を保留したデータ）も存在す

る。これは主として，形容詞に関係するものである。その典型的な例として，

形容詞ウ音便の処理をあげることができる。

　例えば，「寒い」の音便形は「匂う」であるのに対し，「赤い」　「正しい」

はそれぞれ「判こう」，　「正しゅう」となっている。この音便の現象には，一

（注6）我々の「語い調査」では，語形，付加情報の総てが一致したものを岡語とみ

　　なす約束になっているからである。
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往の法測が存在するが，この法則は「代表形→音便形」変換にとっては有力マ

あるが，その逆の「音便形→代表形」への方向の変換に対しいは決め手になり

えない。（th7）そのため，今回の処理はあきらめざ登をえ奉炉づ為ゲ、

　また，語形の不完金な語（例えば1「良／すぎる」の「良」）の処理も，今圃は見送っ

た。

　　　　　　　　　　　　活用形処理によるOut一一put

以上の処理ゐ結果から，現在でも得ることのできるOut－putの一例をあげておく．

　1．　代表形溺。活用形別度数表

代衰形 活用形 漢テレコード　　　度数 慶数趾

カク
書く pt

（動・五力行） 未然形
P且

カカ 書か
f
＝

カコ 轡こ 飯

連薦形
恥

カキ 書き 島

カイ 書い 乾

終エと・ 鈎

漣体形
カク 書く

f
5

仮定・
恥

命令形
カケ 書け

f
5

マルイ

（形・日語）　未然形

まるい

　　　マルカP　まるかろ

速∫彫

　　　Vルク　　まるく

　　　マルウ　　まるう

　　　マルかノ　まるかっ
終止・、

連体形

　　　マルイ　　まるい
仮定形

　　　マルケレ　まるけれ

毛

ゑ
島
ム

島
鶏

pt

pi

恥
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2．・品詞別・活用形別度数表

品詞 活　　用 疫数 度数計 異なり語数 異なり講計

動詞

四。五段

　未然形

@連用形

I止・違体形

ｼ定・命令形

ち
塩
亀
鶉

pt

p

nl

獅Q

q3

v

ロt

jz

形容詞

文語

未然・連用形

終止形

連体形

己然形

命令形

薮
亀
も
亀
窮

と
　
工P
P

恥
星
置
恥
恥

t
●
驚

担
廊

3．岡音・異表記語一覧表

音 贔詞 活用形 漢テレコード　　度数 度数計

トレ P己

動詞 P衡

四・五 仮定命令 Pユ

とれ f
1

トレ 亀

取れ 亀

採れ 島

補れ f
5

執れ ち

撮れ 薪

／
下一　未然連用

とれ

トレ

取れ

捕れ

簸
亀
漏
£
「

　この表では，活用語のみが扱われてV・るが，語V・調査のmain　systemに残

されている，非活用語ファイルを利用することによって，完全な同音三三記語
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の一覧表を作成することができる。

　4・以上の他にも，種々のOut－putが可能である。

　また，これらの表の野合でも，度数順あるいは50音順など，種々の形に変形

して，Out－pueすることも可能である。更に，必要ならば，使用順位，使用

比率その他の情報をつけ加えることもできうる。

今後の課題

　1．本研究で開発された「代表形変換ルーチン］は，活用語の語形と付加情

報の利用を特徴としているだめに，変換が容易になっている反面，それ故に内

在する問題点も多い。

　ここでは，付加話劇に関する問題点の指摘にとどめる。

　第1に，先に述べたような付加情報のつけ誤りによって，本来，変換さるべ

き代裏形とは異なった代表形が産みだされることになる。

　第2に，「短単位」語（いわゆる単語単位よりも細かい言語単位）に分捌さ

れた段階で，．蒋加情報が付加されるという語い調査の作業手順から生じる問題

点もある。例えば，「……そう／なすっ／た／のに……」という文があった場

合，短単位では／の部分で分割されることになっている。そこで「なすっ」と

いう活用語だけを見て付加情報を付加することになるので，代表形「なする」

が想定され，それに対する付加情報が与えられてしまう。しかし，これは本来

億，非処理データの基準で述べた第3項一活用の形が明確でないもの一一一の

1例である。勿論，Computerは付力購報に従うので「なすっ」を「なする」

に変換して，処理を終える。その結果，1で生じたと岡様の問題が起こる。ま

た，先に述べた「信じ」あるいは∫き／ない」の「き」も同様の例である。

　同じ理由から，「かく」という語に対しては，動詞の「書く」　「欠く」など

（注7）形容詞が「ウ音便」化する場合は，（1｝語幹が母音ra」で終るものは，それ

　　　が「ojに変化した上で「u」が付与される（2）語幹宋が「キ」か「シ」のもの

　　は「ウ」が「ユウ」に変化する（3｝1，2以外のものは，単に「ウ」が付与され

　　るという法則がある。しかし，この法鋼を「音便形→代表形」の変換に適用し

　　　ようとした場合，　rアオ（膏）ウ」がrアア7，」に変換されることになる。
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の他に名詞の「核」　「画j　r格」などが想定される結果，複数個の付加情報を

もつ語がっくりだされることになる。

本システムのように，1語1語が切り離され，語単位で入力されでいる現状

では，これらの問題点を解決することは不可能に近い。（自立語と付属語とを’

同時に処理することで部分的に解決される揚合があるとしても）。この点から

現状では非常に因難ではあるが，本格的な言語の自動処理へ進むためには，ゼ

ンテンス単位での言語処理が要求されてくるといえる。

　2・現在の語い調査システムの一7一・作業としての「活用形処理」という観点か

らみれば，各活用形を代表形に変換するためのルーチン，即ち，「代表形変換

ルーチンjを開発したことで一往の役割を果していることになろう。

　しかし，将来の発展を考えるならば，この問題を単なる　「代表逆変換Rou－

tine」の開発のみに限定してしまうだけではなく，「言語情報処理（LDP）」あ

るいはComputational　L三ngu三stics（CL）とV・う広v・視点から考えておく必要：

があろう。

　第1には，この問題は，終局的には，現在，LDPあるv・はCL研究の申

で課題の1つとなっている「同語鼠賊の判別」につながる問題であり，直接的

には，その中の「同形異語の判別」への1ステップであるとも考えられる。

　第2に，「代表形変換」からの産物一一ma気テープ（M／T）ファイルー

は，これだけでも今後，活用語テーブルとして利用されうるが，これを更に拡

大，発展させることによって，活用語に関する豊富な情報を含有しうるファイ

ルとなり，ひいては，自動構文解析あるいは機械翻訳などの一部に寄与しうる

可能性を有するものとなると考えられる。一たとえば，「活用語綜合ファイ

ル」とでも称せられる形において。今後，これらの面へのアプローチを続けて

いきたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　付表

　Computerで活用語尾を見いだそうとする場合，最後の文宇から探索していく方が，

能率的である。そこで，附表1，附表2の表が作成された。

付表1は，活用語尾を50音順配列し，その語尾をとる品詞と対応させた図表である。

付表2は，付表1に，一一wwしい情報をっけ加え，逆50音順に配列しiしたものである。

付表1　　50音」喉ミ活用言吾尾一覧表

活用語尾 品 毒帽
膠
P

瀾語副 品 詞

　
ヨ
レ
レ
ロ
　
　

ヨ
レ
レ
、
ロ

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

イ
イ
イ
ィ
イ
ウ
エ
エ
エ
ェ
エ
オ

　
ツ
ロ
　
　
’
　
ヨ
ヨ
レ
レ
レ
レ
ロ
ロ
　
　
レ
レ
　
　
ヨ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

カ
カ
カ
ガ
キ
ギ
キ
ギ
キ
ギ
キ
ギ
キ
ギ
ク
グ
ク
ク
ケ
ゲ
ケ
ゲ

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

四
　
　
　
　

四

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

一
　
　
　
　
形
一

上
。
。
。
。
。
下
。
。
。
。

。
｝
｝
一
【
動
。
｝
一
｝
一
　
。
㎞

形
上
上
上
上
助
四
下
下
下
下
四

ル
ル
レ
レ
ロ
ロ
　
　
イ

ケ
ゲ
ケ
ゲ
ケ
ゲ
コ
ゴ
コ

　
　
　
　
変

　
　
　
　
力

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
四
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
四
四

　
　
　
　
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
形
　

。
　
。
。
。
。

。
。
。
。
一
㎝
一
一
【
一
一
一
一
　
　
。
G
変
隅
一
㎝
　
｝

四
形
形
四
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
四
辺
カ
カ
下
下
下
下

　下一。

　下一。

　形。下一。

　下一。

　下一。

　下一。

　四。力変

　四。

　力変1

　
　
ヨ
レ
レ
ロ
　
　
　
ヨ
レ
レ
ロ

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
セ
適
適
セ
セ
　
　
メ
メ
メ
メ
メ
ヨ
ル
レ
ロ
ロ
　
　
ル
ル
レ
レ

サ
サ
サ
サ
サ
サ
シ
ジ
シ
シ
シ
シ
シ
ジ
ジ
ジ
シ
ジ
ス
ズ
ス
ズ
ス
ズ
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四。サ変。

助動。

助動。

助動。

助動。

助動。

四。サ変。

上一。サ変。

助動。

助動。

助動。

助動。

助動。

上一。

上一。

上一。

サ変

上一。サ変。

曖。文サ変。

助動。

サ変。

サ変。’

サ変。

サ変。

母



　
　
ヨ
ヨ
レ
レ
レ
レ
ロ
ロ

　
　
　
　
ノ
　
ノ

セ
野
馬
ゼ
セ
ゼ
セ
ゼ
セ
ゼ
ソ

　
　
　
ツ
ロ
　

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
イ
カ
カ
ク
ケ
ッ
ラ
ロ
ロ
　
ヨ
ル
レ
ロ
　
　
　
シ
シ
ス
ヨ
ヨ
ル
ル
レ
レ
ロ
ロ
　
ウ

タ
ダ
凹
凹
タ
タ
タ
ダ
タ
タ
ダ
チ
チ
チ
チ
チ
ソ
テ
デ
デ
デ
デ
テ
デ
テ
デ
テ
デ
テ
デ
ト
ト

助動。四。サ変。下一。

サ変。下一。

助動。サ変。下一。

サ変。下一。

助動。下一。

下一。

助動。下一。

下一。

助動。下一。

下一。

四。

助動。四。

助動。帳面。

助動。

助動。

助動。

助動。

助動。

助動。形動。

助動。

助動。

助動。形動。

上一。四。

上一。

上一。

上一。

土一。

四。

四。下一。

助動。形動。下一。

助動。

助動。

助動。

下一。

下一。

下一。

下一一。

下一。

下一。

下一。

下一。

四。

助動。

ナ

ナイ

ナカッ

ナカロ

ナク

ナケレ

ナラ

ニヨ

ニノレ

ニレ

ニニロ

ヌ

ネ

ネヨ

ネル

ネレ

ネロ

ノ

　
　
　
ヨ
ヨ
ル
ル
レ
レ
ロ
ロ
　
　
　
ヨ
ヨ
ル
ル
レ
レ
ロ
ロ

バ
ヒ
ビ
ヒ
ビ
ヒ
ビ
ヒ
ビ
ヒ
ビ
ブ
へ
べ
へ
べ
へ
べ
へ
べ
へ
ベ
ボ

助動。形動。四。

助動。

助動。

助動。

助動。

助動。

助動。形動。

助動。形動。四。上一。

上一。

上一。

上一。

上一一。

助動。四。

助動。四。下一。

下一。

下一。

下一一。

下一。

四。

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

　
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
　
。
下
。
。
。
。
。
。
。
。

。
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
　
。
一
　
。
一
一
一
一
扁
一
一
一
　
。

四
上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
四
品
四
下
下
下
下
下
下
下
下
四
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マ

マイ

マシ

マショ

ヤス

マスレ

ぐセ

ミ

ミヨ

ミル
ミレ

芸ロ

1
ヨ

魏
4ロ

ユウ

ヨウ

ラ

ラシイ

四。

助動。

助動。

助動。

助動。

助動。

助動。

四。上一。

上一。

上一。

上一。

上一。

巨襲。

四。下一6

下一。

下一。

下一。

下一一。

四。

　
む
　
　
　
む

動
動

形
助
四
助

ラシカッ

ラシク

ラシケレ

ラシュウ

　　ラレ

ラレヨ

ラレル

ラレレ

ラレロ

リ

リヨ

リル

リレ

リロ

ノレ

レ

レヨ

レノレ

レレ

レロ

ロ

ワ
ン

助動。

助動。

助動。

助動。

助動。

助動e一

助動ひ

助動。

助動。

上一。照帆

上一。

仁1　㍉

雲
助動。四。下一。、

助動。下一。

助動。下一。、

助動。下一。

助動。下一。

四。

　
む

　
四

　
む

σ
動

四
助

付表2　逆引50音順活用語尾一覧表

活用語尾

イ

認イ

ラシイ

タイ

ナイ

マイ

　ウ

ウ
ゥ
　
ニ

代表形
語　尾

　イ

イル

　ウ

　ク

　グ

　ノレ

クル

ラシイ

タイ

ナイ

マイ

　イ

　ウ

　ウ

カイ

品　　詞　　・　活　　用　　形

形A・B・C・終・体

ア上一未1・2・4・5用1・2
ワア四用1

力四A用倉

が四用2

ラ囚C命1・2
力変命1

助動ラシイ終・体

助動タイ終・体

助動ナイ終・体

助動マイ終・体

形A用2
ワア四終・体

助動ウ終・体

形B用3

等
い
b
費

操作機能

一　71　一・

　e
十ル

→ウ

→ク

→グ

→ノレ

→クル

　o

　e

　o

　e
→イ

　e

　e
→カイtt



　トウ

ラシュウ

　ユウ

　ヨウ

　エ

オ

カ
ガ
キ

ギ

ク

ラシク

タク

・ナク

　グ

　ケ

　ゲ

コ

ゴ

i
気

サ

シ

ー一’

?　11

アシ

’マシi

ジ　；

至
アス；

マス　；

ズi
・セ　i

タイ

ラシイ

　イ

ヨウ

　ウ

エノレ

　ウ

・
グ
㌢
㌶
グ
・
イ
御
7
・
㌘
㌘
㌘
・
ゆ
・
数
募
か
ス
畿
ヌ
ス
三

助動タイmu　3

助動ラシイ用3

形cre　4

助動ヨウ終・体

ワア四三・命王・2

ア下一二1・2・4。5用1・2
ワア四二5

力四A・B未1・2・3
ガ四未1・2・3

力説一回1・2・4・5用1。2

力四A・B用1
真盛用1・2

ガ上一丁1・2・4・5用1・2
ガ四用1

力四A・B終・体

形A・B・C用1
助動ラシイ用1・2

助動タイ用1・2

助動ナイ用1

ガ四終・体

力四A・B仮・命1・2

配下一束1・2・4・5用1・2
ガ四仮・命1・2

ガ下一丸1・2・4・5用1・2
力四三A・B5
力山冠1。2・4・5
ガ四温5

サ下弓1・2・3

サ変A来3

サ囚用1・2

サ変A・B未2・5用1・2’
助動デス用4

助動マス用4命2

ザ上一二1。2．4・5用1●2
ザ変未2・5用1・2
サ四二・体・文サ変終

助動デス終

助動マス終・平

野動ヌ用1・2

サ四二・命1・2

サ変A・B未レ4
サ下一未1・2・4・5用1・2
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→タイ

⇒イ

→イ

　o
→ウ

十ル

→ウ

→ク

→グ

十ル

→ク

→クル

十ル

→グ

　e
→イ

⇒イ

⇒イ

⇒イ

　o
→ク

十ル

吟グ

十ル

→ク

→クル

→グ

→ス

→スノレ

→ス

→スノレ

⇒ス

⇒ス

十ル

→ズル

　e

　o

　o
→ヌ

→ス

→スノレ

十ル



セ
遮
ぜ

ソ

タ
タ
ダ
ダ
チ

ツ
ツ

　カッ

ラシカッ

当期ツ

ナカッ

　ダッ

　ダ動

　テ

　デ

　デ
　　‘ト

ナ

ナ

ヌ
ヌ
ネ
　
ネ
ノ

セル

サセル

マス

ズル

ゼル

　ス

ツ
・
多
砂
ッ
ツ
ウ
ク
・
牛
馬
7
ζ
？
弗
ζ

　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
レ

ダ
ヌ
ダ
ダ
ヌ
勾
ダ
ヌ
ヌ
ヌ
わ
ヌ
ヌ

助動セル未1・2用2・3・4

助動サセル来1・2用2・3・4
助動マス来11命1

ザ変未1・4

ザ下～未1・2・4・5用1・2
サ四未5

タ四二1・2・3
助動タ終・体

形動A・B終
助動ダ終

タ上～未1・2・4・5用1・2
タ乱用1

タ四半・体

ワア四周2

力四B用2
タ曲用2

ラ四A・B・C用2

形A・B・C用5
助動ラシイ用4

助動タイ用4

助動ナイ用4

群動A・B用1
助動ダ用4

タ四仮・命1・2

タ下一回1’・2・4・5用1・2

璋動A●BM2
ダ下一朱1・2・4・5用1・2
助動ダ用2・3

タ四維5

二二A体

ナ二心1・2・3
助動ダ体

形動A・B用3
ナ冒用1

ナ上一二1・2・4・5用1・2
助動ダ用1

ナ四終・手

助動ヌ終1・体1

ナ四重・命1・2

ナ下一景1・2・4・5用1・2
助動ヌ仮

ナ四未5

十ル

牽ル

⇒ス

ー→ズル

十ル

→ス

ツ　
0
　
◎
　
0

→

軸
↓
o
舶
↓
↓
帥
田
輝
輝
訓
外
外
↓
絨
岬
柳
鰯
”

峨
づ
鰯
調
一
軸
鰯
o
o
噸
粉
骨
棚
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バ
ヒ
ビ

ブ
へ
べ

ボ

マ

、
ミ

ム
ヌ

淵
モ

ヨ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヨ

イ
エ
キ
ギ
ケ
ゲ
ジ
セ

セヨ

サセヨ

雪融

チヨ

テヨ

デヨ

こニヨ

孝ヨ

ヒヨ

ビヨ

ヘヨ

ベヨ

ミヨ

メヨ

シメヨ

リヨ

　
レ
　
レ
　
　
　
　

レ
　
レ

ブ
ω
ゆ
ブ
ブ
～
心
ブ
ブ

　ム

　ム

ミル

　ム

　ム

メル

シメル

　ム

銑
㍊
㌶
伽
㌶
蕩
か
耽
㌶
耽
瀦
柳
ゆ
㍊
膨

ノく懸未1。2・3

ノ、＿ピー一未1・2・4・5用1・2

ノミ上一縷1●2・4・5用1．2

バ主用1

バ下弓・体

ノ、下一碧⊥。2。4・5用1・2

バ下一一宋1・2・4・5用1・2
ノミ四十・命1　・2

バ四十5

マ四十1・2・3
マ四用1

マ上一等1・2・4・5用1・2
マ四終・体

マ四書：・命1・2

マ下一未1・2・4・5用1・2
助動シメル未1・2用2・3・4
マ四未5

ア上一命2

ア下一命2

力上一命2

ガ上～命2

力下～命2

ガ下一命2

ザ上一命2

サ変A・B命2
サ下一命2

助動セル命2

助動サセル命2

ザ変雛2

ザ下一一命2

タ上一命2

タ下～命2

ダ下一命2

ナ上一命2

ナ下一命2

ハ上～命2

バ上一命2

ハ下一命2

バ下～de　2

マ上一命2

マ下一命2

助動シメル命2

ラ上一th　2

翼
翼
・
枕
～
訟
柚
・
嘘
敬
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レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
ル
レ
レ
レ
ル
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ

ζ
；
、
ζ
敦
ζ
宴
ζ
；
ζ
ζ
；
功
切
；



レヨ

レヨ

ラレヨ

デショ

’マショ

　
ラ
ラ
ラ

ラ

　
　
　
　
ジ

　
タ
ナ
ナ

ル
窺
靴
妙
㌶
勤
嶺
蒜
受
贈
穀
ゆ
耽
霊
菰
鋤
郷
・

レノレ

レノレ、

ラレル

デス

マス

ル
・
ダ
ダ
姦
㍍
靴
㍊
㌶
耽
過
熱
伽
耽
耽
魏
耽
霊
蕩
身
熟
ル

ラ下一命2

助動レル命2

助動ラレル命2

助動デス未2

助動マス未2

ラ四A未1・2・3B宋1・3C来1・2
助動タ仮

三二A・B注
置動ダ仮

ラ四A・B・C用1
ラ上一来1・2・4・5薦1・2
ラ四A・B・C終・体
ア上一終・体

ア下一終・体

力上一一pa・体

が上一終・体

力変終・体

力下一言・体

が下一終・体

ザ上一終・体

サ変A・B終・体
ザ変心・体

サ下一終・体　　　　　　　　　・

助動セル終・体

助動サセル終。体

ザ下一三・体

タ上一終・体

タ下一終・体

ダ下一as　・体

ナ上一一一・・終・体

ナ下一三・体

ハ上一終・体

バ上一二・旧

稿下一終・体

バ下一丁・体

マ上一志・体

マ下一終・体

量動シメル終・体

ラ上一二・体

ラ下一終・二

二動レル終・体

助動ラレル終・体

ラ四A・B・C仮A。B命1・2
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ル
ル
ル
ス
ス

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒

詔
媛
霧
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
◎
…
：
・
・
・
・
・
・
…
G
・
唖



　レ

イレ

エレ

キレ

．ギレ

・クレ

ケレ

戴
窪
、
働
、
嘉
鐸
豊
琵
三
斐
ル
．
W
、
四
、
㌘
、
雛
伽

誹
耽
穀
㌘
貧
楽
強
殺
毬
鴛
勧
㌶
耽
㌶
耽
勃
菰
雛
設
㍗
耽
・
躰

ラ下一高1・2・4・5用1・2
助動レル未1・2用2・3・4
ア上一壷

ア下一三

軸上一丸

が上一仮

力変弓

形A・B・C・D仮
力下一丸

助動タイ仮

助動ナイ仮

助動ラシイ仮

が下一仮

ザ上一仮

サ変A・B仮
助動マス仮

ザ変仮

サ下一仮　　　　　　　　　・

助動サセル仮

助動セル仮

ザ下一仮

タ上一仮

ダドー仮

ダ下一仮

ナ上一仮

ナ下一三

稲上一心

バ上一仮

ハ下一仮

バ下一仮

マ上一一仮

マ下一言

助動シメル三

助動ラレル未1・2用2・3・4
ラ上一言

ラ下一三

助動レル三

助動ラレル仮

ラ四A・B・C来5
ア上一命1

ア下一命1

形A・B・C三
助動タイ未2

　　　－76一

柄
㌶
誹
㌶
熟
熟
郭
㌶
無
品
㌶
勃
無
熱
㌶
熟
熟
耽
郭
耽
熟
熟
層
窮



一ナカロ

キロ

ギロ

ケロ

ゲロ

．シロ

ジロ

　　　セur

　　サセロ

　　　セロ

　　　ぜロ

　　　タn
　　　ダロ

　　　ダロ

　　　・チロ

　　　テロ

　　　デロ

　　　ニロ

“　　ネロ

　　　とロ

　　　ビロ

　　　・ヘロ

　　　ベロ

　　　ミロ

　　　メロ

　　シメu
　　　リロ

　　　レロ

　　　レロ

　　フレロ

ワ
ン

ン

説
㍊
難
㍊
潮
齢
・
ダ
孤
㌶
穀
ゆ
耽
霊
蕩
㍑
熟
ウ
ム
フ
ヌ
ヌ

助動ナイ未2

目上一命1

ガ上一命1

力下一命ユ

が下一・・一£r　1

サ変A・B命1
ザ上一一一th　1

ザ変命1

サ下～命1

助動サセル命1

助動セル命1
ザ下一一一命　1

助動タ未2

形動A・8未
助動ダ未2

タ上一命1

タ下一命1

ダ下一命1

ナ上一命1

ナ下～命1

ハ上一命1

バ上一命1

ハ下一命1

バ下一命i

マ上一命1

マ上一命1

助動シメル命1

ラ上一命1

ラ下一命1

助動レル命1

助動ラレル命1

ワア広路1・2・3

マ四葬2

バ四囲2

ナ雨樋2

助動ヌ終・体

　
　
　
　
　
レ
　
　
　
レ

訂
計
勃
儲
耽
設
謁
調
弱
弱
勃
㌶
勢
耽
強
陣
ウ
ム
ブ
ヌ
ヌ

↓
↓
↓
↓
↓

（注）助動詞「ヨウダ，ソウダ，フウダ，ミタイダ」は助動詞「ダ」の処理をもって，

　　その処理にかえる。従って，助臨調rダ」の連用形に「二」を加える。

　　　また，助動詞「ヨウデス……ミイデス」の処理は助動詞「デス」の処理でかえる。

表の左のコラムは，活用語尾の種類を示している。第3のコラムは・その語尾をとる
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品詞および解離形を指している。第2のコラムは，第3のコラムに記入された活用形の

代表形語尾である。最後のコラムは第1コラムの活用語尾をComputerによって，代衰

語尾へ変換するための公式である。（附表A参照）

　なお，コラム3における，　「未1，2」「命1」などの記述は，原劉として，r岩波

國語辞典」（酋尾・岩淵編）による活用形の細分類に従っている。それらを表の形で示；

すと，附表Bのようになる。

　　　　附表一A

機能

0
＋
↓
⇒

意　味

ま
る
え
え

∵
議

　
　
　
部

そ
加
置
一

例

記帥雲譲副操作
　o

に㌻

トィ

　イ

　イ

　イ

ラシュウ

　　十（f）

　　十「ル」

一「イ」十「ウ」

一「ユウ」十「イ」

代表形語尾

　イ

イル

　ウ

ラシイ

附表一B

　働詞〕

活用形 接続の様式

未然形1

　　　2

　　　3

　　　4

ぬ＊　（打消）

ない

せる・させる，れる。られる

う・よう

副章・iたV・←または言いさしのB寺
　　　2｝た（だ），て（で）

　命令形の1，2は単に語形上の差異を意味しており．

　1は「○ろ」，2は「○よ」の形をとるものを示す。

　＊打消しの「ぬ」に続く形の意。以下同様。

〔形容詞口語〕

1
2
3
4
一
5

用連 言いさしや副詞的な連荘修飾語になる蒔

］　g　ges＊

助動詞「た」に続く時

＊岩波国語辞典では細分類されていないが，ここでは，次の基準で分類しtCeA

3は「赤い」→「赤こう」，「早い→早よう」などの形で変化するもの
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：2は単に語幹に「う」がっくもの

4は「大きい」→「大きゅう」。　「正しい」

　　　　　　〔形容詞文語〕

「正しゅう」などの形で変化するもの

活用形 接続の様式

未然形1

　　　2

連粥形1

　　　2

連体形1

　　　2

仮定の助詞「ば」に続く形

助動詞rむ」などにつく形

口言吾の1と匿｝じ

助動詞「き」に続く形

連体修飾語になる時などの形

助動詞「べし！に続く形

て付記〕

　ここで示した付表1，2は，国立国語研究所研究所補助員益子芳江・堀江久美子両嬢

の協力を得て作成したものである。

　また，プログラミングの段階で，木村繁氏から多大の助言を得ている。

　沫筆ながら，これらの各氏に謝意をささぐ。
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